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(54)【発明の名称】 液晶表示装置の駆動方法及び装置

(57)【要約】
【目的】本発明は液晶表示装置に関するもので、特に画
質を向上させた液晶表示装置の駆動方法及び装置に関す
るものである。
【解決手段】本発明による液晶表示装置の駆動方法及び
装置は、予め設定された修正データを利用してソースデ
ータをフレームの前半に修正して表示パネルに供給し、
フレームの後半に修正データと異なるデータを表示パネ
ルに供給する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  フレームの前半に、予め設定されたデー
タ修正手段を利用してソースデータを修正して液晶表示
パネルに供給する段階と、フレームの後半に、前記修正
されたデータと異なるデータを前記液晶表示パネルに供
給する段階を含むことを特徴とする液晶表示装置の駆動
方法。
【請求項２】  前記フレームの後半に前記表示パネルに
供給されるデータは前記ソースデータであることを特徴
とする請求項１に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３】  現在のフレームの前記ソースデータを上
位ビット・データと下位ビット・データに分割する段階
と、前記上位ビット・データを１フレーム期間の間遅延
させる段階と、前記上位ビット・データのフレーム間の
比較を通して前記修正されたデータを選択する段階を更
に含むことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置
の駆動方法。
【請求項４】  プールビットで構成された前記ソースデ
ータを１フレーム期間の間遅延させる段階と、現在のフ
レームの前記プールビット・ソースデータと遅延された
プールビット・ソースデータの比較を通して前記修正さ
れたデータを選択する段階を更に含むことを特徴とする
請求項１に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項５】  前記フレームの後半期間は１フレームの
１/２であることを特徴とする請求項１に記載の液晶表
示装置の駆動方法。
【請求項６】  前記修正されたデータが前記液晶表示パ
ネルに印加される間に前記ソースデータは前記液晶表示
パネルに印加されないことを特徴とする請求項２に記載
の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項７】  予め設定されたデータ修正手段を利用し
てソースデータを修正する修正器と、前記修正器により
修正されたデータと前記修正されたデータと異なるデー
タを交互に液晶表示パネルに供給するデータ供給器とを
具備することを特徴とする液晶表示装置の駆動装置。
【請求項８】  前記修正されたデータと異なるデータは
前記ソースデータであることを特徴とする請求項７に記
載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項９】  前記修正器は現在のフレームに入力され
る前記ソースデータの上位ビット・データを遅延させて
出力する遅延器と、前記上位ビット・データのフレーム
間の比較を通して予め設定された前記修正されたデータ
を選択するルックアップ・テーブルとを更に具備するこ
とを特徴とする請求項７に記載の液晶表示装置の駆動装
置。
【請求項１０】  前記修正器は前記ソースデータをプー
ルビット単位でフレーム間比較し、前記修正されたデー
タを選択することを特徴とする請求項７に記載の液晶表
示装置の駆動装置。
【請求項１１】  前記データを供給する前記ソースデー
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タと前記修正されたデータを交互に切り換える切り換え
器と、前記ソースデータを前記修正器に供給して前記切
り換え器のスイッチングタイムを制御するタイミング・
コントローラと、１フレーム以内の間前記データを維持
して前記切り換え器に前記データを供給するライン・メ
モリとを具備することを特徴とする請求項７に記載の液
晶表示装置の駆動装置。
【請求項１２】  前記タイミング・コントローラは１フ
レーム期間内に論理値が反転されるスイッチ制御信号を
発生し、前記１フレーム期間内に前記修正されたデータ
と前記ソースデータを交互に切り換えることを特徴とす
る請求項７に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１３】  前記タイミング・コントローラは前記
ソースデータの周波数の二倍以上の周波数を有するドッ
トクロックを発生し、１フレーム期間内に前記修正され
たデータと前記ソースデータを順次選択することを特徴
とする請求項１１に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１４】  前記切り換え器は１フレーム期間の１
/２に前記ソースデータと修正されたデータを切り換え
ることを特徴とする請求項１１に記載の液晶表示装置の
駆動装置。
【請求項１５】  前記データ供給器は、前記修正された
データが前記液晶表示パネルに供給される期間に前記ソ
ースデータを遅延する遅延回路を具備することを特徴と
する請求項１１に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１６】  前記切り換え器から交互に入力される
前記修正されたデータと前記ソースデータを前記液晶表
示パネルのデータラインに供給するためのデータ駆動部
と、前記液晶表示パネルのスキャンラインにスキャンパ
ルスを供給するためのスキャン駆動部とを具備すること
を特徴とする請求項７に記載の液晶表示装置の駆動装
置。
【請求項１７】  前記スキャンパルスは１フレーム期間
内に液晶表示パネル上のスキャンラインを２回スキャン
することができるように、高い周波数を有することを特
徴とする請求項１６に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１８】  複数のデータラインと複数のスキャン
ラインが形成されて映像を表示する液晶表示パネルと、
予め設定されたデータに基づいてソースデータを修正す
る修正器と、１フレーム期間内に前記データラインを通
して前記液晶表示パネルに前記修正されたデータと前記
ソースデータを交互に供給するデータ供給器とを具備す
ることを特徴とする液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１９】  前記データ供給器は前記ソースデータ
と前記修正されたデータを交互に切り換える切り換え器
と、前記ソースデータを前記修正器に供給して前記切り
換え器のスイッチングタイムを制御するタイミング・コ
ントローラと、１フレーム以内に前記データを維持する
ライン・メモリとを具備することを特徴とする請求項１
８に記載の液晶表示装置の駆動装置。
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【請求項２０】  前記データ供給器は、フレームの前半
に前記液晶表示パネルに前記修正されたデータを供給
し、前記フレームの後半期に前記液晶表示パネルに前記
ソースデータを供給することを特徴とする請求項１８に
記載の液晶表示装置の駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示装置に関す
るもので、特に画質を向上させた液晶表示装置の駆動方
法及び装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】通常液晶表示装置はビデオ信号により液
晶セル光透過率を調節して画像を表示する。液晶セル毎
にスイッチング素子が形成されたアクティブマトリック
スタイプの液晶表示装置が動画を表示するのに適してい
る。アクティブマトリックスタイプの液晶表示装置に使
用されるスイッチング素子としては、主に薄膜トランジ
スタ（以下、″ＴＦＴ″という）が利用されている。
【０００３】このような液晶表示装置は、数式１及び２
で分かるように、液晶の固有の粘性と弾性などの特性に
より応答速度が遅いという短所がある。
【数１】

ここで、τ及びγは液晶に電圧が印加される際の上昇時
間、Ｖaは印加電圧、ＶＦは液晶分子が傾斜運動を始め
るフリーデリック遷移電圧（Freederick  Transition  
Voltage）、ｄは液晶セルのセル・ギャップ、γは液晶
分子の回転粘度である。
【０００４】
【数２】

ここでτ及びｆは、液晶に印加された電圧がオフにされ
た後、液晶が弾性復元力により元の位置に復元される降
下時間、Ｋは液晶固有の弾性係数である。
【０００５】ＴＮモードの液晶応答速度は液晶材料の物
性とセル・ギャップなどにより調整することができる
が、通常、上昇時間が２０ないし８０ｍｓであり下降時
間が２０ないし３０ｍｓである。このような液晶の応答
速度は動画の１フレーム期間（ＮＴＳＣ；１６．６７ｍ
ｓ）より長いため、図１のように、液晶セルに充電され
る電圧が所望の電圧に到達する前に次のフレームに進行
し、それにより動画で画面がかすむようになるモーショ
ン・ブラーリング（Motion  Blurring）現象が表れる。
【０００６】図１から分かるように、従来の液晶表示装
置は、動画を表示する際に応答速度が遅いために、フレ
ーム間で異なるレベルにデータ（ＶＤ）が変化する時に
それに対応する表示輝度（ＢＬ）が所望の輝度に到達せ
ず、所望の色と輝度を表現できない。その結果、液晶表
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示装置は動画像のモーション・ブラーリング現象が表
れ、明暗比の低下により表示品質が劣化する。
【０００７】このような液晶表示装置の遅い応答速度を
解決するために、アメリカ特許第５，４９５，２６５号
とＰＣＴ国際公開番号ＷＯ  ９９/０５５６７にはルッ
クアップ・テーブルを利用してデータの変化の有無によ
りデータを修正する方法（以下、「高速駆動」という）
が提案されている。この高速駆動方法は図２のような原
理でデータを修正する。
【０００８】図２に示すように、従来の高速駆動方法は
入力データ（ＶＤ）を修正して修正されたデータ電圧
（ＭＶＤ）を液晶セルに印加し、所望の輝度（ＭＢＬ）
を得る。この高速駆動方法は、１フレーム期間中に入力
データの輝度値に対応した所望の輝度が得られるよう
に、データの変化の有無に基づいて数式１で｜Ｖ２

ａ
  

－Ｖ２

Ｆ
｜を大きくすることにより、液晶の応答速度を

加速させる。従って、高速駆動方法を利用する液晶表示
装置は、液晶の遅い応答速度をデータ値の修正で補償す
ることにより、動画像のモーション・ブラーリング現象
を緩和させ、所望の色と輝度で画像を表示することがで
きる。
【０００９】さらに詳細には、高速駆動方法は、直前の
フレーム（Ｆｎ－１）と現在のフレーム（Ｆｎ）それぞ
れの最上位ビット・データ（ＭＳＢ）を比較して、最上
位ビット・データ（ＭＳＢ）に変化があると、ルックア
ップ・テーブルから該当するデータ修正手段（Ｍデー
タ）を選択し、図３のように修正する。この高速駆動方
法は、ハードウェア実現の際にメモリの容量負担を減ら
すため、上位のビットだけを修正する。このように実現
された高速駆動装置を図４に示す。
【００１０】図４に示すように、従来の高速駆動装置は
上位ビットバスライン（４２）に接続されたフレーム・
メモリ（４３）と、上位ビットバスライン（４２）とフ
レーム・メモリ（４３）の出力端子に共通に接続された
ルックアップ・テーブル（４４）とを具備する。
【００１１】フレーム・メモリ（４３）は上位ビット
（ＭＳＢ）を１フレーム期間に保存し、該保存されたデ
ータをルックアップ・テーブル（４４）に供給する。こ
こで、上位ビット（ＭＳＢ）は８ビットのソース・デー
タ（ＲＧＢ）のうち上位４ビットに設定される。
【００１２】ルックアップ・テーブル（４４）は上位ビ
ットバスライン（４２）から入力される現在のフレーム
（Ｆｎ）の上位ビット（ＭＳＢ）と、フレーム・メモリ
（４３）から入力される直前のフレーム（Ｆｎ－１）の
上位ビット（ＭＳＢ）を、下の表１に当てはめ、該当す
るデータ修正手段（Ｍデータ）を選択する。データ修正
手段（Ｍデータ）は下位ビット・バスライン（４１）か
らの下位ビット（ＬＳＢ）と加算されて液晶表示装置に
供給される。
【表１】
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表１において、左側列は直前のフレーム（Ｆｎ－１）の
データ電圧（ＶＤｎ－１）であり、最上行は現在のフレ
ーム（Ｆｎ）のデータ電圧（ＶＤｎ）である。
【００１３】しかし、従来の高速駆動方法は、ソースデ
ータを修正しない正常駆動に比べて動的コントラスト比
が向上しているが、図２のように画面が変わる毎に各フ
レームの輝度が漸進的に増加し、フレーム終了時点に至
って所望の輝度に到達する。このために、従来の高速駆
動方法は動的コントラスト比が所望の水準に到達しない
ことは勿論、色の再現の際に赤、緑及び青色の合成で表
現される色が歪曲される。
【００１４】
【課題を解決するための手段】従って、本発明の目的
は、画質を向上させた液晶表示装置の駆動方法及び装置
を提供することである。
【００１５】
【発明の構成及び作用】前記目的を達成するために、本
発明の実施例による液晶表示装置の駆動方法は、フレー
ムの初期に予め設定されたデータ修正手段を利用してソ
ースデータを修正し、修正されたデータを液晶表示パネ
ルに供給する段階と、フレームの後期に前記修正された
データと異なるデータを前記液晶表示パネルに供給する
段階を含む。
【００１６】本発明の実施例による液晶表示装置の駆動
方法において、前記フレームの後期に前記表示パネルに
供給されるデータは、前記ソースデータであることを特
徴とする。
【００１７】本発明の実施例による液晶表示装置の駆動
方法は、現在のフレームの前記ソースデータを上位ビッ
ト・データと下位ビット・データに分割する段階と、前
記上位ビット・データを１フレーム期間の間遅延させる
段階と、前記上位ビット・データのフレームの間の比較
を通して前記修正されたデータを選択する段階を更に含
む。
【００１８】本発明の実施例による液晶表示装置の駆動
方法は、プールビットで構成された前記ソースデータを
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１フレーム期間の間遅延させる段階と、現在のフレーム
の前記プールビット・ソースデータと遅延されたプール
ビット・ソースデータの比較を通して前記修正されたデ
ータを選択する段階を更に含む。
【００１９】本発明の実施例による液晶表示装置の駆動
方法において、前記フレームの後期期間は１フレームの
１/２期間であることを特徴とする。
【００２０】本発明の実施例による液晶表示装置の駆動
方法は、修正されたデータが前記液晶表示パネルに印加
される間に、前記ソースデータが前記液晶表示パネルに
印加されないことを特徴とする。
【００２１】本発明の実施例による液晶表示装置の駆動
装置は、予め設定されたデータ修正手段を利用してソー
スデータを修正する修正器と、修正器により修正された
修正されたデータと当該修正されたデータと異なるデー
タを交互に液晶表示パネルに供給するデータ供給器とを
具備する。
【００２２】本発明の実施例による液晶表示装置の駆動
装置において、前記修正されたデータと異なるデータは
前記ソースデータであることを特徴とする。
【００２３】本発明の実施例による液晶表示装置の駆動
装置において、前記修正器は現在のフレームに入力され
る前記ソースデータの上位ビット・データを遅延させて
出力する遅延器と、前記上位ビット・データのフレーム
の間の比較を通して予め設定された前記修正されたデー
タを選択するルックアップ・テーブルとを更に具備す
る。
【００２４】本発明の実施例による液晶表示装置の駆動
装置において、前記修正器は前記ソースデータをプール
ビット単位でフレーム間比較し、前記修正されたデータ
を選択することを特徴とする。
【００２５】本発明の実施例による液晶表示装置の駆動
装置において、前記データを供給し、前記ソースデータ
と前記修正されたデータを交互に切り換える切り換え器
と、前記ソースデータを前記修正器に供給し、前記切り
換え器のスイッチングタイムを制御するタイミング・コ
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7
ントローラと、１フレームの間前記データを維持し、前
記切り換え器に前記データを供給するライン・メモリと
を具備する。
【００２６】本発明の実施例による液晶表示装置の駆動
装置において、前記タイミング・コントローラは１フレ
ーム期間内に論理値が反転するスイッチ制御信号を発生
し、前記１フレーム期間に前記修正されたデータと前記
ソースデータを交互に切り換えることを特徴とする。
【００２７】本発明の実施例による液晶表示装置の駆動
装置において、前記タイミング・コントローラは、前記
ソースデータの周波数の二倍以上の周波数を有するドッ
トクロックを発生し、１フレーム期間に前記修正された
データと前記ソースデータを順次選択することを特徴と
する。
【００２８】本発明の実施例による液晶表示装置の駆動
装置において、前記切り換え器は、１フレーム期間の１
/２期間に前記ソースデータと修正されたデータを切り
換えることを特徴とする。
【００２９】本発明の実施例による液晶表示装置の駆動
装置において、前記データ供給器は、前記修正されたデ
ータが前記液晶表示パネルに供給される期間に前記ソー
スデータを遅延する遅延回路を具備する。
【００３０】本発明の実施例による液晶表示装置の駆動
装置は、前記切り換え器から交互に入力される前記修正
されたデータと前記ソースデータを前記液晶表示パネル
のデータラインに供給するためのデータ駆動部と、前記
液晶表示パネルのスキャンラインにスキャンパルスを供
給するためのスキャン駆動部とを具備する。
【００３１】本発明の実施例による液晶表示装置の駆動
装置において、前記スキャンパルスは、１フレームの期
間内に液晶表示パネル上のスキャンラインを２回スキャ
ンすることができる高い周波数を有することを特徴とす
る。
【００３２】本発明の実施例による液晶表示装置の駆動
装置は、複数のデータラインと複数のスキャンラインが
形成されて映像を表示する液晶表示パネルと、予め設定
されたデータ修正手段によりソースデータを修正する修
正器と、１フレーム期間内に前記データラインを通して
前記液晶表示パネルに前記修正されたデータと前記ソー
スデータを交互に供給するデータ供給器とを具備する。
【００３３】本発明の実施例による液晶表示装置の駆動
装置において、前記データ供給器は、前記ソースデータ
と前記修正されたデータを交互に切り換える切り換え器
と、前記ソースデータを前記修正器に供給し、前記切り
換え器のスイッチングタイムを制御するタイミング・コ
ントローラと、１フレームの間前記データを維持するラ
イン・メモリとを具備する。
【００３４】本発明の実施例による液晶表示装置の駆動
装置において、前記データ供給器は、フレームの前半に
前記液晶表示パネルに前記修正されたデータを供給し、
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前記フレームの後半に前記液晶表示パネルに前記ソース
データを供給することを特徴とする。
【００３５】
【作用】本発明による液晶表示装置の駆動方法及び装置
は、フレームの前半に修正されたデータを液晶パネルに
供給した後、フレームの残りの後半に正常データを印加
することで液晶パネルの輝度をフレームの前半に所望の
水準まで高める。
【００３６】
【発明の実施態様】以下、図５乃至図７を参照して本発
明の好ましい実施例を説明する。
【００３７】図５に示すように、本発明の実施例による
液晶表示装置の駆動装置は、データライン（５５）とゲ
ートライン（５６）の交差部に液晶セル（Ｃｌｃ）を駆
動するためのＴＦＴが形成された液晶パネル（５７）
と、液晶パネル（５７）のデータライン（５５）にデー
タを供給するためのデータドライバ（５３）と、液晶パ
ネル（５７）のゲートライン（５６）にスキャニングパ
ルスを供給するためのゲートドライバ（５４）と、デジ
タル・ビデオ・データと同期信号（ＨＶ）が供給される
タイミング・コントローラ（５１）と、タイミング・コ
ントローラ（５１）とデータドライバ（５３）の間に接
続されて入力データ（ＲＧＢデータ）を修正するための
データ修正部（５２）と、修正されたデータ（ＡＭデー
タ）と修正されない正常データ（ＲＧＢ）を選択するた
めの切り換え部（５８）と、タイミング・コントローラ
（５１）と切り換え部（５８）の間に接続されたライン
・メモリ（５９）とを具備する。
【００３８】液晶パネル（５７）は、間に液晶が注入さ
れた２枚のガラス基板からなり、下部ガラス基板の上に
データライン（５５）とゲートライン（５６）が互いに
直交するように形成される。データライン（５５）とゲ
ートライン（５６）の交差部に形成されたＴＦＴは、ス
キャニングパルスに応答してデータライン（５５）上の
液晶セル（Ｃｌｃ）に供給する。このために、ＴＦＴの
ゲート電極はゲートライン（５６）に接続され、ソース
電極はデータライン（５５）に接続される。そしてＴＦ
Ｔのドレーン電極は液晶セル（Ｃｌｃ）の画素電極に接
続される。
【００３９】タイミング・コントローラ（５１）は、図
示しないデジタル・ビデオ・カードから供給されるデジ
タル・ビデオ・データを再整列させる。タイミング・コ
ントローラ（５１）により再整列されたデータ（ＲＧＢ
データ）は、データ修正部（５２）とライン・メモリ
（５９）に供給される。
【００４０】また、タイミング・コントローラ（５１）
は入力された水平/垂直同期信号（ＨＶ）を利用して、
ドットクロック（Ｄｃｌｋ）、ゲート・スタート・パル
ス（ＧＳＰ）、図示しないゲート・シフト・クロック
（ＧＳＣ）、出力イネーブル/ディスエーブル信号など
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のタイミング制御信号と極性の制御信号を生成し、デー
タ・ドライバ（５３）とゲート・ドライバ（５４）を制
御する。ドットクロック（Ｄｃｌｋ）と極性制御信号は
データ・ドライバ（５３）に供給され、ゲート・スター
ト・パルス（ＧＳＰ）とゲート・シフト・クロック（Ｇ
ＳＣ）はゲートドライバ（５４）に供給される。ここ
で、タイミング・コントローラ（５１）から生成された
タイミング制御信号及び極性の制御信号は、従来の２倍
の周波数を有する。また、タイミング・コントローラ
（５１）は１フレーム期間内に切り換え部（５８）がス
イッチングを２回行うように、１フレーム期間内で論理
値が反転する、例えば既存の垂直同期信号（Ｖ）対比１
/２周期に論理値が反転するスイッチ制御信号（ＳＷ）
を発生する。このスイッチ制御信号（ＳＷ）を利用して
タイミング・コントローラ（５１）は切り換え部（５
８）を制御する。
【００４１】ゲート・ドライバ（５４）はタイミング・
コントローラ（５１）から供給されるゲート・スタート
・パルス（ＧＳＰ）とゲート・シフト・クロック（ＧＳ
Ｃ）に応答してスキャンパルス、即ちゲート・ハイパル
スを順次発生するシフト・レジスタと、スキャンパルス
の電圧を液晶セル（Ｃｌｃ）の駆動に適合するレベルに
シフトさせるためのレベル・シフトを含む。このスキャ
ンパルスに応答してＴＦＴはターン・オンされる。ＴＦ
Ｔがターン・オンされる際に、データライン（５５）上
のビデオ・データは液晶セル（Ｃｌｃ）の画素電極に供
給される。ゲート・スタート・パルス（ＧＳＰ）とゲー
ト・シフト・クロック（ＧＳＣ）は、１フレーム期間内*
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*に全画面のスキャンラインがそれぞれ２回スキャニング
されるように、従来比２倍の周波数を有する。
【００４２】データ・ドライバ（５３）には、切り換え
部（５８）により１フレーム期間内で修正されたデータ
（ＡＭデータ）と正常データ（ＲＧＢ）が連続して供給
されると共に、タイミング・コントローラ（５１）から
従来比２倍の周波数を有するドットクロック（Ｄｃｌ
ｋ）が入力される。このデータ・ドライバ（５３）は、
ドットクロック（Ｄｃｌｋ）によりデータをサンプリン
グした後に、１ライン分ずつラッチする。このデータ・
ドライバ（５３）によりラッチされたデータはアナログ
・データに変換され、スキャン期間毎にデータライン
（５５）に供給される。ここで、ドットクロック（Ｄｃ
ｌｋ）は、１フレーム期間内に各液晶セルに修正された
データ（ＡＭデータ）と正常データ（ＲＧＢ）が１回ず
つ供給されるよう、従来比２倍の周波数を有する。
【００４３】データ修正部（５２）は図４のように、正
常データ（ＲＧＢ）の上位ビット・データ（ＭＳＢ）だ
けを比較して修正することができる。また、データ修正
部（５２）は図６のように、８ビットのプールビットを
保存するフレーム・メモリ（６１）と、プールビットの
正常データを比較してプールビットの修正されたデータ
を出力するルックアップ・テーブル（６２）に構成さ
れ、プールビットにデータを修正することもできる。デ
ータ修正手段であるルックアップ・テーブル（６２）に
保存されるデータは下の関係式（１）乃至（３）のよう
な高速駆動条件を満足するようにその値が設定される。

  ＶＤｎ  ＜  ＶＤｎ－１  ---＞  ＭＶＤｎ  ＜  ＶＤｎ------（
１）
  ＶＤｎ  ＝  ＶＤｎ－１  ---＞  ＭＶＤｎ  ＝  ＶＤｎ------（
２）
  ＶＤｎ  ＞  ＶＤｎ－１  ---＞  ＭＶＤｎ  ＞  ＶＤｎ------（
３）

（１）乃至（３）において、ＶＤｎ－１は直前のフレー
ムのデータ電圧、ＶＤｎは現在のフレームのデータ電
圧、そしてＭＶＤｎは修正されたデータ電圧をそれぞれ
表す。
【００４４】切り換え部（５８）はタイミング・コント
ローラ（５１）からのスイッチ制御信号（ＳＷ）に応答
して１フレーム期間内に修正されたデータ（ＡＭデー
タ）と正常データ（ＲＧＢ）を順次データドライバ（５
３）に供給する。
【００４５】ライン・メモリ（５９）は修正されたデー
タ（ＡＭデータ）が液晶パネル（５７）に供給される
間、正常データ（ＲＧＢ）を１ライン単位に遅延させる
役割をする。
【００４６】本発明による液晶表示装置の駆動方法及び
装置において、液晶パネル（５７）のデータ充電及び輝
度の変化を図７に示す。
【００４７】図７に示すように、１フレーム期間は奇数
サブフレーム（ＯＳＦ）と偶数サブフレーム（ＥＳＦ）
に分けられる。奇数サブフレーム（ＯＳＦ）と偶数サブ

フレーム（ＥＳＦ）のそれぞれの期間は、１フレームの
期間内で適切に調整することができる。
【００４８】図７において、「ＶＤ」は正常データ電圧
であり、その電圧により変化する輝度は「ＢＬ」であ
る。「ＭＶＤ」は従来の高速駆動方式により修正された
データ電圧であり、その電圧により変化する輝度は「Ｍ
ＢＬ」である。そして、「ＡＭＶＤ」は本発明の第１実
施例による液晶表示装置の駆動方法及び装置により修正
されたデータ電圧であり、その電圧により変化する輝度
は「ＡＭＢＬ」である。
【００４９】奇数サブフレーム（ＯＳＦ）においては、
データ修正部（５２）により修正されたデータ（ＡＭデ
ータ）が液晶パネル（５７）に供給される。続いて、偶
数サブフレーム（ＥＳＦ）において修正されない正常デ
ータ（ＲＧＢ）が液晶パネル（５７）に供給される。
【００５０】奇数サブフレーム（ＯＳＦ）で供給される
修正されたデータ電圧は正常データ電圧より大きい（ま
たは小さい）ため、正常データに比べて液晶セル（Ｃｌ
ｃ）に印加される実効電圧が大きく（または小さく）な
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る。従って、１フレーム期間より小さい奇数サブフレー
ム（ＯＳＦ）の期間内に、液晶セルの輝度は所望の輝度
の水準に到達する。さらに詳細には、奇数サブフレーム
（ＯＳＦ）の修正されたデータの電圧は関係式（１）乃
至（３）のような条件を満足するように、場合によって
は現在入力されるデータ（ＲＧＢ）に比べて更に大きく
なることもまたは小さくなることもある。
【００５１】偶数サブフレーム（ＥＳＦ）で供給される
正常データ電圧は、奇数サブフレーム（ＯＳＦ）の期間
内に所望の水準に到達した輝度を偶数サブフレーム（Ｅ
ＳＦ）の期間の間一定に維持する。
【００５２】図７の下段グラフに示すように、本発明に
よる液晶表示装置の駆動方法及び装置は、通常のデータ
非修正方式又は従来の高速駆動方式に比べ、液晶パネル
（５７）の輝度を所望の水準に速く到達させ、その輝度
を一定期間維持することができる。これに比べて従来の
高速駆動方式は、１フレーム期間に一定に維持される修
正されたデータ電圧（ＭＶＤ）により輝度が漸進的に変
化し、フレームの終了時点でようやく所望の水準に到達
する。
【００５３】一方、修正されたデータ（ＡＭデータ）は
従来の高速駆動方式の修正されたデータに比べて更に大
きくなるため、従来の高速駆動方式のようにフレーム毎
にフレームの全期間に渡って修正されたデータ（ＡＭデ
ータ）が印加されると、オーバー・ショットにより望ま
ない白帯のパターンが発生するなど、画質が更に劣化す
ることがある。
【００５４】
【発明の効果】上述のように、本発明による液晶表示装
置の駆動方法及び装置は、フレームの前半期間に修正さ
れたデータを液晶パネルに供給した後、フレームの残り
後半の期間に正常データを印加することで、液晶パネル
の輝度をフレームの前半に所望の水準まで高くすること
ができる。その結果、本発明による液晶表示装置の駆動
方法及び装置は、動的コントラストと色再現性が向上
し、表示品質がその分高くなる。
【００５５】以上説明した内容を通して、当業者であれ
ば本発明の技術思想を逸脱しない範囲で多様な変更及び
修正が可能であることが分かる。例えば、データ修正部
はルックアップ・テーブル以外にもプログラムとこれを
実行するためのマイクロプロッセッサなどのような異な
る形態にすることもできる。また、本発明による技術的*
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*な思想は、データ修正が必要なすべての分野、例えば、
プラズマディスプレーパネル（ＰＤＰ）、電界放出の表
示装置（ＦＥＤ）、エレクトロ・ルミネッセンス表示装
置（ＥＬ）などのデジタル平板表示装置に適用すること
ができる。また、切り換え部（５８）とライン・メモリ
（５９）はタイミング制御部かデータ・ドライバに一体
化し、タイミング制御部かデータ・ドライバと共にワン
チップに集積することもできる。従って、本発明の技術
的な範囲は、明細書の詳細な説明に記載された内容に限
定されず、特許請求の範囲によって定めなければならな
い。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は通常の液晶表示装置においてデータによ
る輝度変化を表す波形図である。
【図２】図２は従来の高速駆動方法においてデータ修正
による輝度変化の一例を表す波形図である。
【図３】図３は８ビットのデータに適用された従来の高
速駆動方法を表す。
【図４】図４は従来の高速の駆動装置を表すブロック図
である。
【図５】図５は本発明の実施例による液晶表示装置の駆
動装置を表すブロック図である。
【図６】図６は図５に図示されたデータ修正部を詳細に
表すブロック図である。
【図７】図７は従来の高速駆動、正常駆動と対比して、
本発明による修正されたデータの輝度を表すグラフであ
る。
【符号の説明】
４１：下位ビット・バスライン
４２：上位ビット・バスライン
４３、６１：フレーム・メモリ
４４、６２：ルックアップ・テーブル
５１：タイミング・コントローラ
５２：データ修正部
５３：データドライバ
５４：ゲートドライバ
５５：データライン
５６：ゲートライン
５７：液晶パネル
５８：切り換え部
５９：ライン・メモリ

【図６】
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